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【研究の背景・目的】

AIを使った画像解析技術の飛躍的進歩は医療診断

分野にパラダイムシフトを起こしつつある。大量の画

像を高速で処置できるようになった今、次に必要とさ

れるのは、高度情報処理技術に見合った高品質の新た

な画像情報である。我々の独自技術である金属微粒子

自己組織化により作製した「局在プラズモンシート」

は、局在プラズモンの光閉じ込めおよび蛍光増強効果

により、埋もれたナノ界面における分子ダイナミクス

を超解像度で高速イメージングできる世界唯一の技

術である。本研究では、この局在プラズモンシートを

用いて、生細胞接着界面における複雑な分子レベルで

の反応を、超解像度イメージングにより明らかにする。

そしてこれにより幹細胞の分化・初期化やがん化など

の重要な課題に対して新たな情報を提供する。

【研究の方法】

これまでの検討で、球状ナノ粒子からなる局在プラ

ズモンシートを蛍光観察基板として用いると、光閉じ

込め効果により Z 軸方向に世界最薄の超解像度のイ

メージングが可能であることが明らかになった（図１,
図２）[1,2]。基盤研究（Ｓ）では、超解像度高速ライ

ブイメージングの実現に向けて、さらに安定で且つ強

力な光電場形成を目指し、様々な異形ナノ粒子の自己

組織化に着手する。そして得られた高分解能の大量の

画像情報を高速で処理し、生細胞接着底面での分子レ

ベルでの微細な動きをリアルタイムで追跡・解析でき

るシステムを構築する。さらに細胞のダイナミクスを

故意に誘発する生化学的、物理的な刺激法を考案し、

細胞特性の短時間識別法を開発する。柔らかなゲル上

で生じる「食い込む」「浮く」などの接着斑の Z 方向

の変位の輝度変化による高感度検出も試みる。

【期待される成果と意義】

学術面では、この独自技術により細胞を取り巻く生

命科学分野において常識を覆す新たな発見をするこ

とを目指す。さらに、この局在プラズモンシートによ

るイメージング法を世界の標準技術として完成させ

ること、「ハイスループット細胞活動診断システム」

を通じて、腫瘍等の低侵襲・早期診断法として社会に

資することを目指す。
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図 2  局在プラズモンシート上での固定化細胞
の蛍光像の TIRF 顕微鏡像との比較

図 1 球状粒子局在プラズモンシートの電場特性


